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青少年問題の悩みなどお気軽に

ａ仮称宇治市総合福祉会館の平面図

身
障
・
老
人
福
祉
の
拠
点
に

菟
二
小
跡
地
に
今
秋
完
成

市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
仮
称
「
宇
治
市
総
合
福
祉
会
館
」
の
基
本
設
計
を
ま
と

め
、
三
月
か
ら
着
工
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
総
合
福
祉
会
館
は
、
一
階
が

身
体
障
害
者
、
二
階
が
老
人
、
三
階
が
婦
人
を
対
象
と
し
た
各
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
建
物
は
鉄
筋
三
階
建
て
（
延
べ
二
、
三
四
〇
平
方
肩
）

で
、
総
事
業
費
は
五
億
五
千
九
十
三
万
円
。
今
秋
に
は
、
福
祉
環
境
基
準
を
全

面
的
に
取
り
入
れ
た
総
合
福
祉
会
館
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の

会
館
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。
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1

階

市
で
は
、
身
体
に
障
害
が
あ
る

な
ど
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
か
石
つ

た
人
び
と
が
、
安
全
で
快
適
な
日

常
生
活
、
社
会
生
活
夕
菅
め
る
よ

う
に
、
社
会
環
境
の
整
備
と
福
祉

の
風
土
づ
く
り
を
す
す
め
て
き
ま

し
た
。

レ
か
し
、
昭
和
三
十
年
代
後
半

か
ら
の
人
口
増
加
に
伴
ラ
学
校
建

設
な
ど
の
支
出
増
に
よ
り
、
福
祉

基
盤
の
整
備
が
立
ち
遅
れ
て
い
る

の
が
実
情
で
す
。

こ
フ
し
た
中
で
、
昭
和
五
十
五

年
末
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
福

祉
関
係
の
十
三
団
体
か
ら
「
宇
治

市
の
福
祉
事
業
推
進
の
拠
点
を
」

ト
2

階

と
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
？
つ
け
て
、
市
で
は
総
合
福
祉

会
館
の
建
設
を
昭
和
五
土
〈
年
度

の
実
施
計
画
に
盛
り
込
み
、
建
設

予
定
地
至
ｍ
役
所
南
側
の
黄
道
第

二
小
学
校
跡
地
に
決
定
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
や

関
係
団
体
の
声
が
反
映
し
た
施
設

づ
く
り
を
ず
す
め
る
た
め
、
昭
和

五
十
六
年
七
月
に
関
係
団
体
代
表

や
学
識
経
験
者
、
市
議
会
、
市
職

員
の
代
表
で
構
成
す
る
宇
治
市
総

合
福
祉
会
館
建
設
準
備
協
議
会

函
長
、
辻
益
三
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
、
委
員
十
四
人
）
を
蜀
足
。

寝
屋
川
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
視
察
や
協
議
か
量
ね
、
一

こ
の
ほ
ぶ
ま
と
ま
っ
た
設
計
に

は
、
福
祉
関
係
の
十
三
団
体
の
要

望
が
反
映
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
昨

年
末
、
宇
治
市
福
祉
環
境
整
備
推

ト
3
階

鳳凰の松が引っ越し

宇治市役所前

市
役
所
前
に
あ
る
減
凰
の
誤

が
、
一
月
二
十
四
日
に
引
っ
越
し

窟
匹
了
。
こ
れ
は
市
道
宇
治
・
白

川
線
の
拡
幅
工
事
の
た
め
移
転
し

た
も
の
で
す
。

鳳
凰
の
松
は
、
伏
見
の
淀
城

の
跡
に
あ
っ
た
の
混
冒
三
十
四

年
三
月
に
府
事
務
所
に
移
転
。
そ

し
て
、
昭
和
三
十
八
年
十
月
、
市

庁
舎
が
現
在
地
に
移
転
し
た
際
、

府
石
ら
記
念
に
贈
ら
れ
た
「
く
ろ

ま
つ
」
で
、
樹
齢
二
百
五
十
年
と

い
わ
れ
高
さ
は
五
μ
余
り
、
枝
は

二
〇
じ
に
も
達
し
て
い
ま
ず
。

四
討
ほ
ど
の
引
っ
越
し
か
テ
ま

せ
た
鳳
凰
の
松
は
、
こ
れ
か
ら
も

膳
冪
竟
せ
て
ぐ
れ
る
で
し
ょ
う
。

21

月
十
二
日
に
開
か
れ
た
第
四
回
協

議
会
で
基
本
設
計
が
了
承
さ
れ
、

総
合
福
祉
会
館
の
建
設
が
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
手
す
り
な
ど

福
祉
環
境
整
備
基
準
を
適
用

進
懇
談
会
（
会
長
、
井
岡
勉
同
志

社
大
学
教
授
、
委
員
二
十
八
人
）
か

ら
提
言
の
あ
っ
た
「
福
祉
環
境
整

備
基
準
」
か
蚕
面
的
に
取
り
入
れ

ａ灸

て
お
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
ト
イ

レ
、
階
段
な
ど
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
自
動
ド
ア
や
車
い
す
で

出
入
り
で
き
る
ス
ロ
ー
プ
を
設
け

る
な
ど
、
気
軽
に
利
用
い
た
だ
け

る
施
設
と
な
り
ま
す
。

施
設
の
あ

ら
ま
し

〈
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
〉

▼
日
常
生
活
訓
練
寧
・
・
障
害
の
程

度
に
応
じ
て
歩
行
や
手
の
機
能

回
復
訓
練
に
取
り
組
む
た
め
、

肩
関
節
輪
転
運
動
器
、
歩
行
車
、

手
指
訓
練
用
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を

設
置
。

▼
作
業
工
作
室
・
・
・
彫
刻
や
ね
ん
土

細
工
な
芦
創
作
犀
刄
亀
チ
た

め
、
手
芸
、
皮
細
工
、
工
芸
、

陶
芸
な
ど
の
用
基
ぷ
厩
。

▼
図
書
室
…
点
字
図
書
、
テ
ー
プ

図
書
、
弱
視
者
用
図
書
盈
翻
え

る
。

▼
そ
の
他
…
研
修
・
集
会
室
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
室
、
相
談
室
、
身

障
者
用
浴
室
、
事
務
室
な
ど
設

置
。

〈
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
〉

▼
機
能
回
復
訓
練
旱
：
機
能
の
退

化
を
防
ぐ
た
め
、
自
転
車
訓
練

器
や
移
動
式
平
行
棒
な
Ｉ
設
置
。

▼
和
辛
：
教
養
、
誤
楽
、
健
康
相

談
、
集
会
な
ど
多
様
に
使
用
で

き
る
十
畳
の
和
室
四
室
。

▼
ロ
ビ
ー
・
図
書
コ
ー
ナ
ー
…
交

流
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
Ｉ

〇
八
平
方
μ
の
ロ
ビ
ー
を
設
け

て
、
テ
レ
ビ
、
マ
″
サ
ー
ジ
機

を
備
え
て
い
季
ｙ
・
。
ま
た
、
一

般
図
書
を
中
心
に
図
書
コ
ー
ナ

ー
を
設
置
。

▼
集
会
室
…
ス
テ
ー
ジ
を
備
え
た

八
十
一
畳
の
部
屋
。

Ｖ
そ
の
他
＝
・
生
活
相
談
室
、
診
療

検
査
室
、
浴
呈
な
戸
設
置
。

《
福
祉
セ
ン
タ
ー
〉

▼
講
習
皐
・
・
各
種
の
料
理
講
習
会

が
で
き
る
ぷ
つ
に
、
調
狸
に
、

冷
蔵
庫
、
電
子
レ
ン
ジ
を
設
置
。

▼
託
児
室
・
：
母
親
等
が
講
習
会
に

参
加
し
て
い
る
間
の
子
″
も
の

遊
び
場
。

▼
そ
の
他
…
家
庭
児
童
相
談
室
、

プ
レ
イ
ル
ー
ム
、
観
察
室
、
事

務
室
な
芦
設
置
。

ま
た
、
屋
上
に
太
陽
熱
か
莉

用
し
た
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
を

採
用
、
身
障
者
と
老
人
用
の
浴

室
の
湯
に
使
用
す
る
こ
と
に
し

て
い
未
丁
。

市
で
は
、
三
月
に
着
工
し
十
一

月
に
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。
そ

し
て
、
総
合
福
祉
会
館
か
拠
点
に

し
た
福
祉
施
策
か
チ
す
め
、
健
康

で
ゆ
た
か
な
く
β
し
宝
貿
チ
都

市
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
に
し
て

い
未
ｆ
。

谷
竹
一
郎
さ
ん

宇
治
市
議
会
議
員
の
谷
竹
一
郎

さ
ん
（
広
野
町
中
島
一
八
の
二
）

は
、
昨
年
末
の
十
二
月
二
土
（
日
、

心
不
全
の
た
め
京
都
府
立
大
学
付

属
病
院
で
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
五

十
八
歳
。

谷
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
年
四
月

に
宇
治
市
議
会
議
員
に
詣
貰
昭

和
五
十
四
年
に
再
選
さ
れ
、
こ
の

間
、
近
鉄
対
策
特
別
委
員
長
夕
ほ

じ
め
・
折
居
国
有
林
開
発
対
策
特
別

副
委
員
長
を
歴
任
洽
れ
る
な
ぺ

地
方
自
治
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

一
月
二
十
日
に
開
か
れ
た
市
議

会
本
会
議
で
は
、
議
員
Ｍ
ｆ
Ｈ
Ｋ
し

て
川
口
祐
一
議
員
が
追
悼
演
説
を

行
い
、
谷
さ
ん
の
生
前
の
功
績
を

た
た
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福

を
お
祈
り
し
ま
す
。

総合福祉会館建設へ
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。
宇
治
”
と
聞
け
ば
ぷ
ｙ

が
想
起
さ
れ
る
ぶ
フ
に
、
宇
治

茶
の
歴
史
は
豊
か
な
内
容
欠
「

日
に
ま
で
継
承
し
て
い
る
。
と

口
わ
け
、
織
田
信
長
・
豊
臣
秀

吉
・
徳
川
家
康
と
い
之
奈
人

と
宇
治
茶
お
よ
び
茶
師
達
と
の

な
み
な
み
な
ら
ゐ
交
流
、
そ
し

て
、
そ
の
間
の
激
動
の
歴
史
は

忘
れ
が
た
い
。
「
秀
吉
を
か
ろ

濡
記
存
候
歌
、
。
・
。
。
・
・
知
む
を

も
一
廉
遣
侯
間
、
万
事
弓
偏

之
処
、
無
沙
汰
之
次
第
言
語
道

断
」
と
上
林
掃
部
助
を
叱
咤
し

た
秀
吉
の
書
状
（
上
林
春
松
家

蔵
）
、
あ
る
い
は
秀
吉
政
権
下

で
宇
治
お
よ
び
近
在
の
茶
産
地

の
統
轄
支
配
奪
回
だ
ね
ら
元
て

い
た
上
林
家
が
、
天
正
ナ
で
年

（
一
五
八
九
）
十
一
月
に
宇
治

郷
の
国
並
夫
役
を
昌
苔
れ
た

こ
と
な
ど
は
、
時
々
の
政
権
の

覇
者
温
落
お
よ
μ
ｆ
治
茶
と

の
断
ち
き
れ
な
い
絆
の
一
端
を

物
語
る
も
の
で
あ
る
。

本
能
寺
の
変
に
お
け
る
信
長

の
横
死
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

伏
見
城
を
拠
点
に
し
て
天
下
に

君
臨
し
た
秀
吉
の
死
は
、
来
た

る
べ
き
大
乱
を
予
期
し
つ
る
だ

け
に
、
大
き
な
衝
撃
か
惑
た
え

た
。
と
き
に
慶
長
三
年
卜
一
’
五
。

九
八
）
八
月
十
八
日
、
「
返
々
秀

頼
こ
と
た
の
み
申
侯
、
五
人
の

死
去
を
知
ら
さ
れ
た
の
は
、
少

し
あ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

秀
吉
の
死
が
公
表
さ
れ
る
に

と
も
な
い
、
事
態
は
急
激
に
進

行
し
て
い
っ
た
。
同
慶
長
四
年

正
月
十
日
に
は
、
後
見
人
前
田

利
家
に
率
い
ら
れ
た
秀
頼
の
一

向
が
大
坂
城
に
移
住
、
つ
い
で

閏
三
月
十
三
日
に
は
、
徳
川
家

康
が
伏
見
城
本
丸
に
そ
の
居
所

を
移
し
た
。
こ
の
家
康
の
行
動

さ
れ
る
大
乱
の
結
末
は
ａ
ｊ
ｒ
＼
ｔ
＜

る
の
か
は
誰
に
も
予
測
で
き
な

か
っ
た
。

あ
け
て
慶
長
五
年
（
ニ
ハ
○

○
）
年
六
月
、
家
康
は
上
杉
景

勝
討
伐
の
た
ぬ
に
東
上
し
て
い

っ
た
。
そ
し
て
七
月
十
九
日
、

案
の
定
、
こ
の
家
康
の
留
守
を

つ
い
て
、
石
田
三
成
を
盟
主
と

す
る
反
家
康
勢
の
小
早
川
秀
秋

や
島
津
義
弘
ら
の
軍
勢
が
大
挙

し
て
伏
見
城
を
襲
っ
た
の
で
あ

関
ヶ
原
合
戦
前
夜
（
1
）

し
ゅ
た
の
み
申
上
侯
」
と
、
五

大
老
の
連
携
に
幼
い
秀
頼
の
後

継
か
託
し
た
天
下
八
秀
吉
の
い

か
に
も
淋
し
い
死
に
ざ
ま
で
あ

っ
た
。
天
下
の
波
乱
か
予
想
さ

せ
る
こ
の
秀
吉
の
死
が
公
表
さ

れ
た
の
は
、
翌
慶
長
四
年
の
正

月
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
、
五

大
老
の
筆
頭
で
あ
り
、
ま
た
秀

吉
遣
書
の
宛
名
人
筆
頭
で
も
あ

っ
た
徳
川
家
康
で
岑
凡
、
秀
吉

に
関
し
て
、
奈
良
腿
福
寺
多
聞

院
の
英
俊
は
、
そ
の
日
記
の
同

月
十
四
日
条
に
、
「
天
下
殿
に
成

ら
れ
侯
、
目
出
度
侯
」
と
記
し

て
い
る
。
伏
見
城
本
丸
の
家
康

の
姿
に
、
多
く
の
人
々
が
、
秀

吉
の
あ
と
を
う
け
て
天
下
を
一

統
す
る
人
物
＝
家
康
の
印
象
を

い
だ
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
も

ち
る
へ
こ
の
状
況
が
い
つ
急

変
す
る
の
か
、
ま
し
て
、
予
期

浮
い
た
!
空
カ
ン
い
か
だ

北
小
倉
小
の
探
険
ク
ラ
ブ

▲゛海賊旗。をあげての進水式（：ｉｆｃ小倉小プールで）

る
。家

康
譜
代
の
臣
島
居
心
忠
に

委
ね
ら
瓦
て
い
た
伏
見
城
は
、

わ
ず
か
千
八
百
余
の
守
兵
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
城
構
の
堅
固
さ

も
あ
っ
て
実
に
よ
く
持
ち
こ
た

え
た
。
す
っ
か
り
手
を
や
い
た

西
軍
側
か
、
「
大
鉄
放
（
砲
）
」
で

攻
撃
し
た
と
か
、
あ
る
い
は
、

伏
見
城
攻
め
に
必
要
な
竹
を
醍

醐
辺
に
求
め
、
郷
民
と
し
ば
し

「
ヤ
ッ
タ
ノ
・
ぼ
ぐ
ら
の
い
か
だ

が
浮
い
た
。
ワ
ア
ー
」
つ
と
、
歓

声
と
拍
手
。

一
月
二
十
七
日
、
北
小
倉
小
学

校
の
探
険
ク
ラ
ブ
（
部
員
二
十
七

人
）
が
空
カ
ン
で
い
か
だ
を
つ
く

り
プ
ー
ル
で
進
水
式
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
い
か
だ
は
、
一
人
で
百

個
ほ
ど
集
め
た
空
カ
ン
を
テ
ー
プ

や
針
金
で
と
め
、
そ
の
上
に
ベ
ニ

ヤ
板
か
乗
せ
た
も
の
で
す
。

計
画
を
立
て
た
の
は
、
昨
年
の

九
月
頃
で
、
浮
力
計
算
な
μ
石
行

い
、
み
ん
な
で
作
り
ま
し
た
。

ば
悶
着
名
芒
し
た
と
い
5
話

は
今
も
よ
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

上
林
掃
黙
読
の
末
弟
竹
庵
政

重
が
、
家
康
に
対
す
る
恩
顧
に

報
い
ん
が
た
め
、
手
勢
を
率
い

最低賃金が改正

小売パートなら、時間給441円以上

京
都
府
南
部
地
域
（
京
都
市
・

亀
岡
市
以
南
）
の
最
低
賃
金
が
表

の
と
お
り
改
正
さ
れ
、
実
施
さ
れ

て
伏
見
城
に
馳
せ
参
じ
、
十
余

日
の
寵
城
・
奮
戦
の
の
ち
、
熾

烈
な
死
を
と
げ
た
の
も
こ
の
と

き
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
歴
史
資
料
室
）

宇治郷の国並夫役を免除した秀吉の朱印状（京大上林文書）

て
い
未
了
。

最
低
賃
金
と
は
、
働
く
者
の
最

低
の
賃
金
額
を
保
障
す
る
こ
と
に

よ
り
、
労
働
条
件
忿
収
善
し
、
働

京都府南部最低賃金一覧表（56年度）

宇
治
交
通
安
全
協
会
で
、
優
良

運
転
者
の
表
彰
推
せ
ん
を
受
付
中
。

基
準
は
、
運
転
者
と
し
て
交
通

規
則
を
守
り
、
常
に
安
全
運
転
に

心
が
け
、
他
の
模
範
と
な
る
人
で

①
京
都
府
公
安
委
員
会
の
第
一
種

か
第
二
種
運
転
免
許
か
受
け
、
宇

治
・
城
陽
・
久
御
山
に
在
住
の
宇

治
交
通
安
全
協
会
員
、
②
原
則
と

し
て
運
転
を
主
な
業
務
と
す
る
人
、

③
三
年
間
無
事
故
・
無
違
反
の
人
、

④
過
去
に
表
彰
舎
戈
け
て
い
な
い

人
で
す
。

三
月
十
日
ま
で
に
、
宇
治
警
察

署
内
の
安
全
協
会
事
務
局
（
0
⑩

1
1
1
1
）
へ
○

ｉ
Ｉ
Ｌ
ｉ

く
人
々
の
牛
活
の
安
定
を
は
か
る

た
め
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

こ
の
最
低
賃
金
は
事
業
所
で
働

く
常
用
、
臨
時
、
パ
・
‐
‐
。
卜
な
芦
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
、
使

用
者
が
最
低
簒
酒
額
以
上
の
賃

金
差
置
石
な
か
っ
た
場
合
、
処

罰
の
対
象
と
な
り
ホ
チ
。
ま
た
、

最
低
賃
金
の
額
以
下
の
賃
金
で
労

働
協
約
聚
話
ん
で
も
、
そ
の
部
分

は
無
効
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通
常
の

労
働
時
間
や
労
働
日
に
対
応
す
る

「
所
定
内
賃
金
」
で
あ
り
、
精
・

皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手

当
、
時
間
外
車
当
、
休
日
手
当
な

ど
は
賃
金
に
入
り
ま
せ
ん
。

産
業
別
以
外
に
す
で
に
十
月
十

六
日
か
ら
、
府
内
の
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
る
地
域
別
最
低

賃
金
が
効
力
を
発
生
し
て
い
毒
ｙ

が
、
地
域
別
最
低
賃
金
と
産
業
別

最
低
賃
金
の
両
方
の
適
用
を
う
け

る
労
働
者
に
は
金
額
の
高
い
方
が

適
用
さ
れ
ホ
チ
。
た
と
え
ば
、
京

都
府
最
低
賃
金
の
時
間
給
は
三
百

九
十
二
円
で
す
が
、
小
売
業
の
パ

ー
ト
で
は
四
百
四
十
一
円
と
な
り

康
司最

低
賃
金
に
つ
い
て
ぐ
わ
し
い

こ
と
は
、
京
都
労
働
基
準
局
（
Ｈ

0
7
5
1
2
4
1
－
3
2
1
1
）
、
京
都
南
労

働
基
準
監
督
署
（
ｆ
ｉ
0
7
5
1
ｍ
1
8

3
2
1
）
、
ま
た
は
市
役
所
交
通
労

政
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

（
交
通
労
政
課
）

最低賃金の件名

最低賃金額
効力発生

年月日

日額 時間額 適用区分

食料品製造業 3，341 418 57．1．8

繊維産業ねん糸！！造業・金戚裏製（

造業・和服織製集を除く）
3，251 407 57．1．1

木材・木製品・家具・

装備品製造業 3，518 440 57．1．2

バルブ・紙・紙加工品製造業
3，440 430

下欄のものは、

除く
56．12．25

3，200 400
主たるｍ務か手作業による

「紙はり」の業務

出版・印刷・同関連産業 3，460 433 56．12．25

窯業・土石製品製造業 3，523 441 56．12．25

機械・金属製品等

製造業及び

自動車整備業

3，539 443
ｒｌ7111

3，210 402
ただし一部例外あり

卸売業・小売業 3，522 441
調理師見習を

除く
57．1．8

京都府南部地区最低賃金3，129 392 56．10．16

帰国子女教育学級の生徒募集

京都教育大付属桃山中学校

市
で
は
、
市
内
四
ヵ
所
に
老
人

園
芸
ひ
ろ
ば
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
老
人
園
芸
ひ
ろ
ば
は
、
お

年
寄
り
の
み
な
さ
ん
に
野
菜
や
花

作
り
を
楽
し
み
、
健
康
を
保
ち
な

が
ら
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

今
回
募
集
す
る
の
は
。
五
ヶ
庄

二
番
割
の
東
宇
治
老
人
園
芸
ひ
ろ

ば
の
利
用
者
で
す
。

▼
応
募
資
格
…
宇
治
市
に
住
民
登

録
を
し
て
、
5
7
年
1
月
1
日
現

在
で
満
6
0
歳
以
上
の
人
。
さ
ら

に
他
の
老
人
園
芸
ひ
ろ
ば
を
利

用
さ
れ
て
な
い
人
。

▼
利
用
面
積
・
：
―
区
画
1
0
平
方
μ

で
1
2
5
区
画
。
1
世
帯
に
つ
き
1

区
画
。

▼
利
用
期
間
：
5
7
年
4
月
1
日
か

ら
5
9
年
3
月
1
5
日
ま
で
。

ご
利
用
希
望
の
人
は
、
2
月
1
3

日
ま
で
に
、
必
ず
本
人
が
印
鑑
持

参
の
う
え
福
祉
課
へ
。
応
募
者
多

数
の
場
合
は
、
抽
せ
ん
し
ま
す
。
（
福
祉
課
）

京
都
教
育
大
学
教
育
学
部
付
属

桃
山
中
学
校
で
は
、
海
外
か
ら
帰

国
し
た
中
学
生
を
対
象
に
。
帰
国

子
女
教
育
学
級
″
の
生
徒
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

こ
の
帰
国
子
女
教
育
学
級
は
、

海
外
生
活
に
よ
っ
て
生
じ
た
教
育

差
を
、
特
別
の
教
育
課
程
や
学
習

内
容
で
早
期
に
回
復
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
人
員
・
：
中
学
校
1
年
生
と

2
年
生
で
、
男
女
若
干
名
。

▼
応
募
資
格
…
日
本
国
籍
が
あ
り

在
外
期
間
二
年
以
上
で
、
帰
国

後
一
年
以
内
の
人
。
さ
ら
に
、

通
学
所
要
時
間
が
1
時
間
以
内

で
、
保
護
者
と
同
居
し
て
い
る

人
。
入
学
希
望
の
人
は
、
2
月
2
3
日

か
ら
2
5
日
ま
で
の
間
に
、
所
定
の

用
紙
に
必
要
書
類
を
添
え
、
京
都

教
育
大
学
教
育
学
部
付
属
桃
山
中

学
校
（
ｓ
0
7
5
1
6
1
1
－
0
2
6
4
・

0
2
6
5
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
（
学
校
教
育
課
）
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市
で
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
指

名
業
者
の
資
格
審
査
の
申
請
を
沢

の
要
領
で
受
け
付
け
ま
す
。
申
請

さ
れ
て
な
い
と
工
事
の
指
名
競
争

入
札
や
、
物
品
の
供
給
に
参
加
で

き
ま
せ
ん
。
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

・
建
設
工
事
関
係
…
申
請
書
（
建

設
省
統
一
様
式
）
、
他
に
工
事
経

歴
書
、
納
税
証
明
書
な
ど

・
測
量
、
地
質
調
査
、
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
関
係
…
申
請

書
（
建
設
省
統
一
様
式
）
、
池
に

業
務
経
歴
書
、
納
税
証
明
書
な

ど
・
物
品
関
係
（
製
造
・
販
売
）
・
：

申
請
書
（
会
計
課
で
配
布
）
、
他

に
印
鑑
証
明
書
、
納
税
証
明
書

な
ど

・
役
務
の
提
供
業
務
関
係
・
＝
申
請

大
久
保
町
旦
椋

内
貴
絵
美
ち
ゃ
ん

いつもニコニコ。笑顔の

絵美ちゃん。

この欄に掲戴するお子さん（56

年2月生まれ）を募集しています。

文書広報課へご連絡ください。

書
（
会
計
課
で
配
布
）
、
他
に
印

鑑
証
明
書
、
納
税
証
明
書
な
ど

案
内

学
校
用
務
員
・
調
理
員

採
用
試
験

。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
職

種
の
採
用
試
験
舎
行
い
キ
ヂ
。

▼
職
種
・
受
験
資
格
…
Λ
学
校

用
務
員
Ｖ
昭
和
1
6
年
4
月
2
日
以

降
、
昭
和
3
9
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
書
れ
た
男
子
Ａ
学
校
調
理
員
Ｖ

昭
和
2
1
年
4
月
2
日
以
降
、
昭
和

3
9
年
4
月
1
日
ま
で
。
に
生
ま
れ
た

女
子
Ｖ
採
用
試
験
…
2
月
1
4
日
間
、

午
前
9
時
か
ら
宇
治
中
学
校
で
▼

受
験
申
込
み
・
：
2
月
6
日
ま
で
に
、

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
ｍ

入
し
、
最
近
6
ヵ
月
以
内
に
撮
影

Ｖ
受
付
期
間
・
：
2
月
1
0
日
削
～
2
7

日
出
、
午
前
涯
7
午
後
4
時

（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

Ｖ
受
付
場
所
・
：
市
璧
竺
階
の
会

計
課
用
度
契
約
係

な
お
、
申
請
に
っ
い
て
の
く
ゎ

し
い
こ
と
は
要
領
が
あ
り
季
ゐ

で
、
会
計
課
あ
て
ご
請
求
く
だ
さ

い
。
（
会
一
計
課
）

し
た
顔
写
真
を
は
り
、
申
込
用
紙

を
添
え
て
、
教
育
委
員
会
総
務
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

。
申
込
用
紙
と
受
験
要
項
は
教
育
委

員
会
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

（
総
務
課
）

◇

所
得
税
確
定
申
告

説
明
会

住
宅
取
得
控
除
な
Ｉ
確
定
里
に

の
仕
方
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開

皇
子
。

Ｖ
と
き
…
2
月
Ｃ
Ｍ
日
出
、
午
後

Ｌ
時
か
ら
3
時
▼
と
こ
ろ
…
宇
治

市
民
会
館
。
（
宇
治
税
務
署
）

◇

無
料
交
通
事
故
相
談

Ｖ
と
き
・
：
2
月
1
0
日
團
、
午
後

1
時
半
か
ら
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
市
民
会
館
屁
餐
議
室
▼
相
談

員
…
弁
護
士
▼
申
込
み
…
相
談
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
市
役
所
交
通

労
政
課
（
き
⑩
1
1
4
1
内
線
迎

（
交
通
労
政
課
）

◇

2
月
の
献
血

▼
2
月
1
0
日
困
、
午
前
1
0
時
か

ら
正
午
、
午
後
Ｌ
時
か
ら
3
時
半

ま
で
、
陸
上
自
衛
隊
関
西
地
区
補

給
処
で
。
（
保
健
衛
生
課
）

○

犬
の
引
き
取
り

Ｖ
と
き
・
・
・
2
月
9
日
肉
Ｖ
と
こ

ろ
…
木
幡
公
民
館
＝
午
前
1
0
時
4
0

分
、
小
倉
公
民
館
＝
1
0
時
5
0
分
、

旦
椋
公
会
堂
＝
Ｈ
時
1
0
分
、
宇
治

保
健
所
Å

（
保
健
衛
生
課
）

催
し

親
と
子
の

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

▼
と
き
…
2
月
Ｈ
日
脚
、
午
前

1
0
時
か
£
止
午
▼
と
こ
ろ
・
：
北
小

倉
小
学
校
▼
内
容
・
：
ボ
ー
ル
か
便

っ
て
親
子
い
っ
し
ょ
に
楽
し
め
る

ゲ
ー
ム
な
ど
▼
対
象
・
・
・
小
学
校
1

年
生
以
上
の
子
″
に
石
と
親
。
運
動

の
で
き
る
服
装
で
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
雨
天
の
場
合
は
体
育

館
で
実
施
し
求
す
。

（
社
会
教
育
課
）

教
育
委
員
会
で
は
、
指
導
者
の
資
質
向
上
を
は
か
り
、

地
域
や
職
場
で
正
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
盈
笈

し
、
推
進
し
て
い
た
だ
ぐ
た
め
の
講
習
会
を
開
冷
ま
す
。

▼
日
程
…
2

月
1
3
日
～
3
月

1
9
日
の
毎
週
火

曜
・
金
曜
日
、

午
後
7
時
か
ら

9
時
ヽ
七
だ
し
ヽ

2
月
1
3
Ｅ
の
午

後
2
時
か
ら
1
4

日
の
午
後
4
時

ま
で
、
く
つ
わ

池
青
少
年
山
の

家
で
宿
泊
！

場
…
宇
治
市
公

民
館
（
市
民
会

館
）
ほ
か
▼
講

師
・
：
日
本
レ
ク

レクリエーション指導者養成講習会

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
協
会
上
級
指

導
員
▼
内
容
…
講
義
と
実
技

Ｖ
参
加
資
格
…
市
民
か
市
内

に
勤
務
す
る
人
で
、
地
域
、

職
場
、
サ
ト
ク
ル
、
子
芦
石

会
な
ど
で
レ
ク
リ
干
‐
シ
ョ

ン
の
指
導
者
と
し
て
の
役
割

か
果
た
し
て
い
る
か
、
も
し

く
は
将
来
果
な
哭
£
す
る

人
▼
参
加
料
・
：
テ
キ
ス
ト
代

金
千
円
、
そ
の
他
、
宿
泊
費

や
材
料
費
な
ど
▼
定
員
…
先

着
3
0
人
Ｖ
申
込
み
…
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

2
月
1
0
日
出
ま
で
に
、
宇
治

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

（
尽
7
1
4
1
）
へ
。

（
社
会
教
育
課
）
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公民館のお知らせ
「
宇
治
」

―
宇
治
の
印
象
展
―

宇
治
市
公
民
館
で
は
．
公
民
館

登
録
の
版
画
、
水
墨
画
、
絵
画
、

和
紙
Ｅ
人
形
、
拓
本
、
短
歌
、
水

曜
心
一
（
油
絵
）
、
日
本
画
、
宇
治
十

Ｑ宇治市公民館…宇治里尻71の

9（ａｃ2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（ａＲ8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺

内91（ａ⑩4687）

帖
の
会
、
源
氏
物
語
を
学
ぶ
会
な

芦
各
サ
ー
ク
ル
と
の
共
催
で
宇
治

の
印
象
展
を
開
章
ま
す
。

こ
の
宇
治
の
印
象
展
か
通
し
て

宇
治
か
見
つ
め
な
お
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
ど
つ
ぞ
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
：
2
月
6
日
出
～
8
日

向
、
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
ｔ
時
（
た

だ
し
、
8
日
は
午
前
1
0
時
か
ら
午

後
3
時
）
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市
公

民
館
屁
哭
必
一
議
室
▼
内
容
・
：
年

中
行
事
、
宇
治
十
帖
、
版
画
、
写

真
、
日
本
画
、
水
墨
画
、
短
歌
、

拓
本
、
和
紙
豆
人
形
な
ど
。

（
宇
治
市
公
民
館
）

★

宇
治
市
民
音
楽
会

練
習
の
成
果
発
表

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
好
評
の

宇
治
市
民
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
音
楽
会
は
、
幅
広
い
市

民
の
参
加
で
、
第
二
十
回
か
頴
叉

手
］
。

今
回
の
出
演
は
、
地
域
や
職
場
、

学
校
な
ど
で
音
楽
登
参
λ
で
い

る
三
十
一
団
体
で
、
巧
み
な
器
楽

演
奏
や
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
な
ど

日
項
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま

す
。
な
お
、
入
場
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
：
2
月
1
4
日
剛
、
開
場

＝
午
前
9
時
半
か
ら
、
第
1
部
＝

午
前
1
0
時
か
ら
、
第
2
部
＝
午
後

Ｌ
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
市
公

民
館
3
階
大
会
議
室
（
宇
治
市
民

会
館
）
▼
出
演
団
体
・
・
・
左
表
。
な

お
、
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
車
の
利
用
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。
（
宇
治
市
公
民
館
）

ｉ

第
6
回
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

小
学
校
五
・
六
年
生
以
上
の
児

童
・
生
徒
が
対
象
で
す
。
友
だ
ち

と
一
緒
に
参
加
し
て
ね
。

▼
と
き
・
・
・
2
月
1
3
日
出
、
午
後

2
時
か
ら
4
時
▼
テ
ー
マ
…
「
土

の
中
の
文
化
」
－
宇
治
市
の
埋
蔵

文
化
財
に
つ
い
て
－
ｙ
講
師
・
・
・
宇

治
市
教
育
委
員
会
・
文
化
財
担
当

の
吉
水
利
明
主
事
▼
会
場
・
・
・
宇
治

市
小
倉
公
民
館
▼
申
込
み
…
参
加

第1部（合奏）‥．伊勢田小学校金管バンド

クラブ、城南高校ギターマンドリン部，西

宇治高校吹奏楽部、美加ノ原第二幼稚園バ

イオリン合奏団、南小倉小学校器楽クラブ、

南小倉小学校6年4組，ワバッシユ・キャ

ノン・ボーイズ、宇治ギターマンドリンア

ンサンブル、正山会、棋島小学校器楽クラ

ブ、宇治養護老人ホーム。（出演順）

市民音楽会

出演団体

（ｙ喝匹

希
望
の
人
は
、
電
話
で
小
倉
公
民

館
へ
。
（
小
倉
公
民
館
）

★

小
倉
公
民
館
ま
つ
り

作
品
・
出
演
団
体
募
集

宇
治
市
小
倉
公
民
館
で
は
、
公

民
館
ま
つ
り
を
計
画
し
ま
し
た
。

日
頃
の
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
ー
サ

ー
ク
ル
で
の
学
習
の
成
果
を
発
表

し
あ
い
、
地
域
の
人
々
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
程
・
：
Ａ
作
品
発
表
Ｖ
3
月

2
0
日
出
～
2
2
日
㈲
、
Ａ
催
し
Ｖ
3

月
2
7
日
出
～
2
9
日
㈲
Ｖ
募
集
す
る

作
品
と
出
演
団
体
・
：
日
本
画
、
油

絵
、
手
芸
作
品
、
俳
句
、
写
真
、

研
究
レ
ポ
ー
ト
な
ど
の
作
品
や
、

人
形
劇
、
民
謡
、
詩
吟
、
コ
ー
ラ

ス
な
ど
の
催
1
も
の
の
出
演
団
体

▼
申
込
み
・
＝
3
月
1
0
日
ま
で
に
小

倉
公
民
館
へ
。
（
小
倉
公
民
館
）

第2部（合唱）…宇治市少年少女合唱団、南小倉小

学校合唱クラブ、木幡小学校6年3組，伊勢田小学

校音楽クラブ、京都中央少年少女合唱隊、木幡小学

校6年1組、木幡小学校6年2組、明ｍ．保育園、西

小倉小学校育友会コーラスサークル、伊勢田小学校

育友会コーラス部、宇治朝霧コーラス、西大久保小

学校育友会コーラス同好会、貧道マザー・フロック。

コールと菟道小学校育友会コーラス部との合同、宇

治小学校育友会コーラス部、チョソン音楽同好会、

宇治市役所コーラス部「きまぐれ飛行船」、向陵学園

女声合唱団、南小倉小学校ＰＴＡコーラス、小倉小

学校ＰＴＡコーラス、かおり幼稚園母の会コーラス

部。（出演順）

建
設
工
事
物
品
供
給
業
者
の
登
録
申
請

2
月
2
7
日
ま
で
受
付

移
動
図
書
館

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

（
2
月
分
）

市
民
図
書
館
室
の
休
室
日

みんなの健康

回
復
へ
の
意
欲
を
持
つ
こ
と

「寝たきり」の予防

手
厚
い
思
い
や
り
が

お
年
寄
り
自
身
の
努
力
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もえないゴミ収集日程表 市役所清掃課ＴＥＬ333141番

安田町（全域）伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中荒、新中ノ

荒、ウトロ、南山）／＼17開町（国道筋）

広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派出所前から近鉄踏切までの府道筋）

大久保町（田原、旦椋．平盛、井ノ尻、南ノロー部）

宇治（半白）小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）218

羽拍子町（国道筋）伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山、毛ＩＳ）

小倉町（市浦、山際、京銀前から南京信前までの市

・道筋以南の西浦）319伊勢田町磋田、砂田）

西大久保府営住宅（33～43棟）

小倉町・（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信前

422までの市道筋以北の西浦）伊勢田町（南遊田）

棋島町（全域）

523小倉町（近鉄以東の新田島）宇治（戸ノ内、蔭山、国鉄以北の御廟ｌ・矢神）

木幡（平尾、御ｍ山、畑山田、御園、陣ノ内、赤

824塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山畑、国鉄以東の正中・東中）

六地蔵（全域）木幡（河原、北島、西中、内畑．大瀬戸．西浦、

925中村．南山畑、南山、南端、国鉄以西の正中・・東中）

五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

木幡（熊小路）五ケ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、壇ノ

東、寺界道、野添、大林、梅林、西浦、新開、1026平野、折坂、福角、－・二・三番割、国鉄以

西の芝ノ東）菟道（平町）

五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、―里塚、戸

ノ内、京大宿舎）菟道（平町を除く全域）

1127明星町（全域）

志津川（全域）宇治（山本、乙方、東内、又振、山田）

宇治（里尻、小桜4宇文字、壱番、妙楽、蓮華、

塔川、善法．東山、下居、琵琶、野神、弐番、123／1池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）

白川（±域）

南陵町（全域）羽拍子町（国道筋を除く全域）

神明（全域）13ａ／2宇治（蛇塚、大谷、野神一部）

琵琶台（全域）広野ＨＩ（小根尾一部）

開町（国道筋を除く全域）15ａ／3広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）

・西大久保府営住宅（1～20棟）

広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、国道筋を除
く西裏・茶屋裏）163／4大久保町（Ｊヒノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、

久保）西大久保府営住宅（21～32棟）

17困 精神簿弱者相談（市民会館13時～16時）

18俐
●高齢者無料ｒｎ業相談

●法律相談
行政相談（市役所10時～16時・国や府・市への要望、苦情

19図
血圧相談（城南荘集会所9時半～11時）

20（ｉ）
●結婚相談

21⑥

22（月）

青少年相談（市民会館13時～16時）

ｍｉｔｎ－ｉａ帥／忿．1．査街ム
すしノＵ’｜－眸ｘｉ’Ｊ’心ｉｊ・所9時半～11時）

社会福祉協議会の相談

1人で悩まず、お気軽にご相談
を。（社会福祉協議会＝宇治橋通り
市役所分庁舎内・き⑩5650）

●心配ごと相談（民生児童委員）
毎週火曜日、13時～15時、社会
福祉協議会で。よろず相談全般。

●法律相談（弁護士）
毎月第1・2・3・4木曜日、13時
半～15時半、市民会館で。法律

問題全般。

●結婚相談（専任相談員）
毎週土曜日，13時～15時、当分
の間、市民会館で。登録・紹介。

●高齢者無料職業相談（京都府社
協・相談所員）
毎月第3木曜日、10時～15時．

社会福祉協議会で。高齢者の求
人・求職など。

●年金相談（杜会保険労務士）
毎月第2火曜日、10時～12時，
社会福祉協議会で。年金全般。

23火 ●心配ごと相談

24困
消費生活相談（市役所

10時～15時）

25俐

●法律相談乳児相談（広野公民分

館9時半～11時）移動市民相談（南遊田

集会所10時～15時）

26吻
27出 ●結婚相談

28⑨
3月
Ｉｔ月）宇治市制施行記念日

2㈹
●心配ごと相談

3困

4困
●法律相談

し尿収集日

程表

城南衛生管理組合

八幡市八幡沢ＴＥＬ075－631－5171～3

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山地域
ｚ／＼22南山畑、北山畑、大瀬戸（国鉄以東）、中村（国鉄以東）、東巾（国鉄以東）、北畠一部
223北畠、桧尾、平尾、須留

花揃、赤塚、陣之内（国鉄以東）．御ｍ、御蔵山、畑山田、北御園、正中（国鉄以東）、324町並一部

425北御蔵山（平尾）、中窃］蔵山、町並、奈良町、畑町、炭山令域
正中（国鉄以西）、西中一部、東中（国鉄以西）、陣之内（国鉄以西）、河原、徳永、柿ノ木町、526一丁目、札ノ辻、紺屋町

627内畑、西中、中村（国鉄以西）、大瀬戸（国鉄以西），壇ノ東、西ｍ．能／｜ヽ路南端嘔勝以西）
8ａ／1大林、梅林、芝ノ東（国鉄以西）、西浦一部
10寺界道、古川、西田，北ノ庄、野添、谷前、西浦一部、梅林官有紳
12西浦一部、新開、平野府営住宅、折坂一部
13福角（国鉄以西）、日皆田、岡本、上村、大八木島゛
15車田一部、平町、一里塚戸ノ内（櫃島飛地）
16車田、丸山、出口（国鉄以西）、森本（国鉄以西）、谷下りぐ国鉄以西）
17福角（国鉄以東）、折坂（国鉄以東）、平野、一番割、二番割＝番割一部
18西浦（国鉄以東）、三番割、芝ノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）
19芝ノ東（府道以東）、広岡谷南山（Ａ），中村ぐさつ含ヶＦ；－ゝ
20南山（Ｂ）、金草原

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

2／122東裏、一里山、桐生谷、開町、石塚（心華寺通以東）、宮北一部
223小根尾．大開一部、尖山一一部、宮東、宮西、宮北
324野神、大谷、弐番俯道以南）、大谷山（権見町）、琵琶、若森（国鉄以南），医ｇ儡脱以甫）
425下居、善法、壱番、妙楽、宇文字、里尻（国鉄以南）、塔川
526蓮華、乙方、東内、又振、山田、紅斎、白川、金井戸、山太萱櫃田巾大悟内妙り

森本（国鉄以東）、段ノ上、藪里、東西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川、中筋、627池山、谷下り（国鉄Ｊぷ東）、出口（国鉄以東）、志津川

18田原、井ノ尻、旦椋，平盛、南ノロ
北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋裏、久保、南ノロー部、西裏、寺山（国鉄以西）、19寺山（翠光園団地）．・

寺山、大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山（府道以南、市道以東）、中島、20石塚（心華寺通ｉｉ（西）

ゴミ減量に

ご協力ください

●・ゴミの水切りを完全に。

●・燃えるゴミの中にガラスや空カ

ンを入れないでください。

・・・新聞や雑誌類はゴミとして出さ

ずに、町内会などでまとめて古

紙回収へ。 （清掃課）

し尿収集の届出を ／／

家族や同居人に増減があったり

転出転居。浄化槽設置等でし尿収

集届出に異動があったときは、市

役所清掃課へ届出てください。

（城南衛生管理組合）

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

2／122蛇塚、弐番（府道以北）、池森、米阪

北山Ａ、Ｂ．Ｃ、Ｄ団地、中央台、西山（国道以西）、2223神楽田（山中含む）

324戸ノ内、矢落（国鉄以北）．若森（国鉄以北）．田尻（賤鉄以北）小桜
425東目川、西目川、ｍ落合（0～3の通りまで）
526南落合（4の通り以降～13の通りまで）
627南浦（100～110、84～98、30～33）、大京団地山際一部
83／1南浦、西浦一部、神楽田一部（近鉄以西ｊ

山際、半白、薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口、幡貫、9ａ／2郡、石橋（大川原線以東）

10老ノ木、久保西山（国道以東）蓮池

東山、天王、寺内一部、蔭山、吹前．中川原（大川原線以東）、←12（大川原線以東、国ｍ以東）、十六（国道以東）十八（国ｍ以東）

13寺内、西浦
15南堀池（本通以北）、南堀池（本通以南）
16南堀池（大和，田中）、堀池

南遊田、遊田、砂田、・南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻、17中ノ田、名木、ｉ＄面、安田町全域

中山（近鉄以東）、大谷、西畑．中畑、春日森、―ノ坪、島前、18大町、大川原、中川原（大川原線以西）

19中山（近鉄以西）、毛語、若林
20羽拍子町

相
談
カ
レ
ン
ダ
ー

2
月
分

す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
（
宇
治
市
市
民
憲
章
か
ら
）

相談ごあんない
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